


 

この度,厚生省児童家庭局母子衛生課より「妊婦管理の改善による胎児障害防止に関する研

究」と題する研究の依頼をうけ,3 年間の研究を行なった。この度は,第 3 年目の 1 年間の

研究成果を 1冊にまとめて刊行する。過去 3年間,班員全員はこの研究成果をあげるために

努力した。班員ならび研究協力者に対し,深謝する。 

 わが国においては毎年多数の胎児死亡・新生児死亡・乳幼児死亡がみられるが,これらの

死亡率が年々減少しつつあることも事実である。これらの死亡率を減少させることも必要

であるが,それにも増して重要なことは,先天的な欠陥をもって生まれてくる子供たちの数

はこれをはるかに上まわっているのみならず,その具体的防止対策が乏しいことである。こ

れらの先天的心身障害の発生を未然に防ぐ具体的な方法を確立することが本研究の目的で

ある。妊婦管理は母体の健康を守るのみならず胎児の健康をも守るということが強調され

なければならない。本研究の成果は母子衛生行政の上で生かされることによって,はじめて

国民の福祉につながるものである。 


